
計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ）

520 111 -409 530 550 560 1,480

520 111 -409 530 550 560 1,480

事業名 病児保育事業

事業内容 病院等に付設された専用スペース等において、病児・病後児に対して、看護師や保育士が一時的に保育を行う事業です。

①量の見込みと確保方策（各年３月末現在）

【担当課】保育課

令和６年

量の見込み

確保方策

➁現状と課題
令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対
応により病児保育事業を積極的に実施すること
が難しい状況だった。

利用実人数（人）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

③今後の方向性

子育てと仕事を両立するためには、生活様式の
多様化や社会・産業構造の変化に対応する多様
な保育サービスの充実が求められているため、
今後も引き続き事業を推進していく。



計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ）

１～３年生（人） 1,016 900 -116 1,072 1,099 1,158 1,227

４～６年生（人） 268 210 -58 276 285 293 309

計（人） 1,284 1,110 -174 1,348 1,384 1,451 1,536

か所数（か所） 32 32 0 33 35 36 36

１～６年生計（人） 1,400 1,400 0 1,570 1,640 1,720 1,720

か所数（か所） 32 32 0 33 35 36 36

事業名 放課後児童健全育成事業（学童クラブ）

事業内容 保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生児童を対象に、授業の終了後に施設を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、健全な育成を図る事業です。

量の見込み

【担当課】保育課

確保方策

①量の見込みと確保方策（各年３月末現在）

利用実人数（人）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

③今後の方向性

　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学
生児童の健全な育成を図るため、児童の増加が
見込まれる地域における受け皿の整備・確保を
行い、引き続き事業を推進していく。

➁現状と課題

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症への
対応により放課後児童健全育成事業を積極的に
実施することが難しい状況だった。
　待機児童が発生している地域における、受け
皿の整備・確保が必要となっている。



計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ）

利用人数（人） 90 0 -90 90 90 90 90

か所数（か所） 3 0 -3 3 3 3 3

利用人数（人） 90 0 -90 90 90 90 90

か所数（か所） 3 0 -3 3 3 3 3

事業名 放課後児童健全育成事業（放課後子ども教室）

事業内容
全ての子どもを対象として、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供す
ることにより、子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを行います。

①量の見込みと確保方策（各年３月末現在）

【担当課】生涯学習課

令和６年

量の見込み

確保方策

➁現状と課題

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
事業を中止した。
・新型コロナウイルス感染症の影響が続くこと
が考えられるため、新しい生活様式に対応した
内容を検討する必要がある。

利用実人数（人）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

③今後の方向性

・感染症対策を講じたうえで事業を実施してい
く。



計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ） 計画値（Ａ） 実績値（Ｂ） （Ｂ－Ａ）

1,430 2,162 732 1,480 1,480 1,480 1,480

1,430 2,162 732 1,480 1,480 1,480 1,480

延長保育事業（時間外保育事業）

事業内容 認定こども園や保育園等において、認定区分ごとに定められた保育時間を超えて、保育を実施する事業です。

事業名

①量の見込みと確保方策（各年３月末現在）

【担当課】保育課

令和６年

量の見込み

確保方策

➁現状と課題

令和２年度は新型コロナウイルス感染症への対
応により延長保育事業を積極的に実施すること
が難しい状況だった。
また、事業を推進するにあたり、児童の受け入
れ枠の拡大等を図るための保育人材の確保が急
務となっている。

利用実人数（人）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

③今後の方向性

子育てと仕事を両立するためには、生活様式の
多様化や社会・産業構造の変化に対応する多様
な保育サービスの充実が求められているため、
今後も引き続き事業を推進していく。


